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※※掲載しているイベント・休館日などの情報は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況に応じて中止また
は変更になる場合があります。最新の情報は図書館ホームページをご確認ください※※

　

近
世
中
期
、
18
世
紀
中
頃
か
ら
、
北
関
東
の

農
村
で
は
人
口
流
出
な
ど
で
田
畑
が
荒
れ
、
ま

た
天
候
不
順
に
よ
る
「
天
明
の
大
飢
饉
」
の
発

生
な
ど
で
人
々
の
生
活
は
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

水
戸
藩
は
農
村
救
済
策
と
し
て
、
御
救
金
や

年
貢
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
そ
の
救
済
策
の

一
つ
に
「
支
配
金
」
の
貸
出
が
あ
り
ま
す
。
支

配
金
は
郡
奉
行
所
の
資
金
な
ど
を
元
手
と
し
、

低
金
利
で
貸
し
出
し
、
滞
納
中
に
追
加
利
用
が

可
能
な
ど
、
各
所
に
救
済
の
色
が
み
え
ま
す
。

　

関
川
文
書
に
は
、
井
関
村
の
『
支
配
金
貸
出

帳
』
が
文
化
５
年
(
１
８
０
８
)
か
ら
嘉
永
元

年
(
１
８
４
８
)
ま
で
41
冊
残
り
ま
す
。

　

支
配
金
貸
出
帳
か
ら
利
用
人
数
を
調
べ
る

と
、
文
化
５
年
(
１
８
０
８
)
は
個
人
利
用
者

が
４
名
、
20
年
後
の
文
政
８
年
(
１
８
２
５
)

は
63
名
、「
天
保
の
大
飢
饉
」
が
発
生
し
た
天

保
７
年
(
１
８
３
６
)
は
70
名
で
す
。
水
戸
藩

の
出
来
事
を
ま
と
め
た
『
水
戸
紀
年
』
に
は
、

文
化
６
年
に
武
士
も
庶
民
も
生
活
が
苦
し
く
、

藩
上
層
部
か
ら
倹
約
令
が
出
さ
れ
た
と
の
記
事

が
あ
り
ま
す
。
文
化
期
か
ら
文
政
期
に
か
け
て

の
支
配
金
利
用
の
急
増
は
水
戸
紀
年
の
記
事
を

裏
付
け
て
い
て
、
井
関
村
も
多
く
の
人
が
生
活

に
困
窮
し
水
戸
藩
の
救
済
事
業
に
頼
り
暮
ら
し

て
い
た
状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
歴
史
館
第
29
回
企
画
展

　
　
　「
関
川
文
書
ー
石
岡
の
中
の
水
戸
藩
ー
」

期
間
／
10
月
２
日
日
ま
で　

※
入
館
無
料

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館
(
総
社
１
-
２-

10
)

シリーズ 202

「関川文書 井関村支配金貸出帳」
問文化振興課（支所）
　℡43-1111（内線1455）

【９月の休館日】
５日月・12 日月・13 日火 ~20 日火・23 日
金　・26日月
イベント情報、資料検索・予約は図書館ＨＰで▶

▲井関村支配金貸出帳
　左から文化５年、文政８年、天保７年

◆こども図書館
（午前 10時 30分～）
 3 日土 おはなし玉手箱
  8 日木 ひよこのおはなしかい
24日土 むかしむかしのおはなし会
◆郷の本棚やさと図書館
（午後２時 30分～）
10日土 おはなしフレンズ

中央図書館
こども図書館本の森
郷の本棚やさと図書館
東地区公民館図書室
城南地区公民館図書室

祝

特別図書整理期間による

　休館のおしらせ

９月13日火～20日火
休館期間

休館場所

休館期間中の返却・貸出期間
本・雑誌・ＤＶＤ・CDを休館中に返却される場合は、
中央図書館玄関脇の返却ポストまたは八郷総合支所玄
関前の返却ポストをご利用ください。
ただし、CD－ ROM付の図書は破損防止のため、ポ
ストに入れないで開館日に直接カウンターへお返しく
ださい。
東・城南地区公民館では、本・雑誌のみ返却ができます。
なお、９月１日木～ 11日日までの間は、貸出期間を
３週間に延長します。



第 39回

「石岡大正琴愛好会」

　石岡大正琴愛好会は、今年で結成 19年目
に入ります。もともとはいくつかの会と一緒
に愛好会を結成しましたが、現在は「霞琴の
会」１団体で活動しています。 
　活動は、石岡市文化協会主催の文化祭への
参加や活動拠点の公民館まつり、茨城県大会、
福祉施設での演奏・発表を行っています。 
　10 月 23 日には、3 年ぶりに文化祭「大
正琴発表会」の開催を国府地区公民館で予定
しており、私たちも楽しみにしています。 
　大正琴は楽譜が数字譜で簡単に弾くことが
でき、アンサンブルで演奏を楽しめる楽器で
す。 
　11 月と 12 月には体験教室の開催を予定
しておりますので、文化祭とあわせてぜひお
越しください。
問石岡大正琴愛好会　℡ 24-0588（沖田）
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幼
な
子
が
星
ふ
わ
ふ
わ
と
初
ホ
タ
ル

八
月
の
空
の
青
さ
に
眼
つ
む
れ
ば
泣
け
と
ば
か
り
に
昭
和
が
来
た
る

つ
か
の
間
の
み
じ
か
き
夏
の
北
の
海
そ
の
楽
し
さ
を
今
に
忘
れ
ず

投
稿
作
品

物
価
値
上
げ
も　

ど
こ
吹
く
風
と　

母
が
切
り
盛
る　

台
所

夏
の
暑
さ
に　

動
き
が
鈍
る　

ア
リ
の
動
き
は　

目
を
見
張
る

夏
の
暑
さ
に　

照
り
突
く
道
路　

ダ
ン
プ
通
れ
ば　

砂
ぼ
こ
り

ク
イ
ズ
答
え
て　

知
恵
つ
く
は
ず
が　

物
を
忘
れ
る　

歳
憎
い

遠
い
戦
地
に　

思
い
を
馳
せ
る　

小
麦
畑
に　

初
夏
の
風

蛙　

遠
雷　

祭
り
の
稽
古　

夏
の
扉
を　

開
け
て
い
く

米
寿
迎
え
て　

熱
燗
妻
と　

昔
話
に　

上
機
嫌

夏
の
星
空　

見
上
げ
て
ご
ら
ん　

賢
治
名
作　
「
星
め
ぐ
り
」

石
岡
俚
謡
会

語
る
友
あ
っ
て
至
福
の
長
電
話

願
わ
く
ば
自
分
の
葬
儀
見
て
み
た
い

ウ
イ
ン
ク
を
し
た
ら
お
ば
さ
ん
Ｖ
サ
イ
ン

い
し
お
か
川
柳
会

街
道
の
和
む
一
所
や
花
は
ち
す

お
ほ
ら
か
に
今
日
を
生
き
や
う
茄
子
の
花

箸
置
は
手
び
ね
り
陶
の
夏
料
理

庭
手
入
れ
終
日
励
み
日
燒
せ
り

や
さ
と
俳
句
会

涼
風
や
古
刹
の
庭
の
青
紅
葉

口
紅
に
氷
金
時
吸
い
込
ま
れ

白
シ
ャ
ツ
の
列
に
紛
れ
て
紅
一
点

白
木
槿
紅
を
さ
し
た
る
お
ち
よ
ぼ
口

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

羽
生　

好
之
(
三
村
)

植
木　

和
昭
(
小
倉
)

伊
能　

政
子
(
大
砂
)

篠
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国
府
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田
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こ
ま
く
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(
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台
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台
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岡
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南
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瓦
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石
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清
美
(
瓦
谷
)

越
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旅
舟
(
太
田
)

松
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知
子
(
柿
岡
)

若
色　

茂
(
山
崎
)

森　

ま
さ
え
(
東
光
台
)

前
川　

豊
美
(
石
岡
)

一
色　

し
の
ぶ
(
総
社
)

▲霞琴の会（令和４年6月10日ひたちなか文化会館）

▲ボランティア演奏
ふれあい交流会（国府地区公民館）


